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こ
う
し
た
準
備
を
整
え
て
、
い
ざ
フ

ィ
ー
ル
ド
へ
と
繰
り
出
し
た
。

神
田
川
を
リ
ス
ク
と
見
る
か
、

消
防
水
利
の
資
源
と
見
る
か

神
田
川
は
、
三
鷹
市
井
の
頭
池
を
水

源
と
す
る
延
長
25
・
48
km
、
流
域
面
積

１
０
２
・
３
h
の
一
級
河
川
で
、
東
京

の
中
小
河
川
で
は
最
大
の
流
域
面
積
を

持
つ
。

上
水
道
の
完
備
に
よ
っ
て
、
１
９
０

１
年
（
明
治
34
）
に
そ
の
役
目
を
終
え

る
ま
で
、
上
水
と
し
て
江
戸
の
人
々
の

生
活
を
支
え
て
い
た
。

現
在
、
井
の
頭
池
の
水
源
湧
水
は
水

脈
を
切
ら
れ
、
井
戸
か
ら
の
揚
水
が
入

れ
ら
れ
て
い
る
。

１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
の
地
図
を

見
る
と
、
高
田
馬
場
か
ら
早
稲
田
に
か

け
て
の
神
田
川
周
辺
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
。

そ
の
後
20
年
ほ
ど
の
間
で
急
速
に
都
市

化
す
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
ち
ょ
っ

と
の
雨
で
神
田
川
が
溢
れ
る
都
市
型
洪

水
の
典
型
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
。
１
９
５
８
年

（
昭
和
33
）
の
狩
野
か

の

川が
わ

台
風
が
大
き
な

水
害
の
最
初
で
、
以
来
水
害
の
常
襲
地

域
と
し
て
、
全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

新
し
い
建
物
は
基
礎
を
高
く
し
、
古

い
建
物
は
開
口
部
を
防
御
す
る
板
が
は

め
込
め
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
り
と
、

集
中
豪
雨
の
災
害
に
備
え
て
い
る
こ
と

地
図
を
手
に
川
を
歩
く

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
参
考
に
、
現
代
の
地
図
に

い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
重
ね
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル「
暮
ら
し
の
リ
ス
ク
発
見
マ
ッ
プ
」

を
つ
く
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ど
ん

な
要
素
を
盛
り
込
む
か
に
よ
っ
て
、
マ

ッ
プ
の
性
格
が
変
わ
っ
て
く
る
。

現
代
の
地
図
に
、
実
際
の
消
火
栓
・

貯
水
槽
・
自
然
水
利
・
消
防
署
な
ど
、

消
防
力
に
か
か
わ
る
設
備
が
ど
こ
に
分

布
し
て
い
る
か
な
ど
を
書
き
込
め
ば
、

火
災
の
危
険
に
対
し
て
の
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
自
分
の
調
べ
た
地
域

に
消
防
力
が
足
り
て
い
る
か
ど
う
か
が

一
目
瞭
然
だ
。

次
に
、
こ
の
地
図
に
別
の
ハ
ザ
ー
ド

図
を
重
ね
て
み
た
。
今
は
、
過
去
の
災

害
記
録
や
研
究
、
実
地
調
査
な
ど
に
よ

っ
て
、
避
難
経
路
や
危
険
区
域
な
ど
を

地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
私
機
関
に
よ

っ
て
ウ
ェ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
火
災
、
水
害
、
地
震
な
ど
い
く
つ

か
の
災
害
の
種
類
ご
と
に
つ
く
ら
れ
て

お
り
、
水
害
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ら

市
・
区
役
所
に
行
け
ば
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
昔
の
地
図
も
、
か
つ
て

の
地
形
や
土
地
利
用
を
知
る
上
で
役
に

立
つ
の
で
、
是
非
加
え
た
い
一
つ
だ
が
、

こ
れ
も
国
土
地
理
院
で
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
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第13回 水の文化楽習 実践取材

＜東京都＞ 神田川ワークショップ
本誌16ページでは、小村隆史さんにDIG（災害図上演習）を説明していただきました。

古い地図を手がかりに、現在の危険・防災情報といった要素を重ねていくと、

「暮らしのリスク発見マップ」と呼べるような地図ができ上がります。

そこでDIGに触発されて、消防の視点から「自分たちでもマップをつくってみよう」と、

東京・高田馬場周辺の神田川を編集部で歩いてみました。

たくさんのリスクが、私たちを取り巻いていること、

それぞれのリスクが複雑に絡み合っていることが浮き彫りになりました。

何とか水辺に近づくようにと、階段がつくられている
が、現状の水位ではバケツで水を汲むのは不可能だ。
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ハザードマップをつくろう

上段：神田川沿いを歩くと、建物が密
集する中、水害に自衛で立ち向かう住
宅に出会うことができる。開口部を防
御する板を発見。この建物は、四方の
開口部すべてに、板をはめ込む溝をつ
けた桟が立っていた。さらには1階の
床の高さがグラウンドレベルではなく、
1mほど上げて建てられた建物も多い。
新しい建物は計画当時からそうなって
いるが、洪水被害に遭ってから、開口
部を高い位置につけ替えた例も見受け
られた。そんな中でも、新しい建物で
何の配慮も見られないものも…。洪水
が減ったのが理由、と喜ぶべきなのか
どうかは不明。
下段、左列：上は６月29日、下は7月
5日。梅雨模様の天気が続く中、神田
川の水位に変化が見られるかと思い、
同じ場所に立ってみた。連日の雨にも
水位の変化があまり見られず、地域住
民の水害に対する恐怖心から測ると良
い兆候であり、もし今大地震と同時多
発火災が起こったら、と考えると悪い
兆候であるともいえる。
下段、右：増水による水位の上昇を知
らせるための、警報サイレン。川岸に
書かれた白いラインが警戒水位のレベ
ルで、ここを超えるとサイレンが鳴り
響く。

高田馬場駅

早稲田大学

学習院大学

日本女子大学

国土地理院1/10,000地図「池袋」「新宿」より作図



現在の地図

区役所の洪水ハザードマップ

東京都の震災ハザードマップ

明治時代の地図

暮らしのリスク発見マップ

集まった情報を重ねてみる

現代のさまざまな災害

火災・同時多発火災

過去の災害

歴史情報

水害

地震

火山噴火・土砂崩れ

ヒートアイランド

津波・高潮

地盤沈下・地下水汚染

消火器、消火栓、防火貯水槽
自然水利、延焼経路予測

浸水経路、浸水深度
土地利用、

過去の災害履歴、言い伝え
昔の土地利用

災害に備えた施設

調べてみたい項目の一例

いろいろな地図

建築物の種類
活断層、飲み水、生活用水

砂防ダム　火災流

水系、緑の量

防波堤、堤防、高台

避難所・避難経路

役所・病院

井戸、土壌

非常食、飲み水、生活用水

都市交通

危険要因、対策の有無など

が
実
感
さ
れ
る
。
区
で
配
布
さ
れ
る
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
、
こ
の
こ
と

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

１
９
５
９
年
（
昭
和
34
）
か
ら
始
ま

っ
た
改
修
工
事
や
道
路
下
に
暗
渠
を
設

置
す
る
「
分
水
路
方
式
」
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
水
害
は
減
る
傾
向
に
あ
る
が
、

で
は
火
災
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
問
題
と
な
っ
た
、

同
時
多
発
火
災
が
起
き
た
と
き
の
消
防

水
利
。
開
渠
と
な
っ
て
い
る
神
田
川
は
、

同
時
多
発
火
災
の
際
に
は
命
綱
と
な
る

尽
き
な
い
水
「
巨
大
水
利
」
の
源
と
し

て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
消
防
ポ
ン
プ
車
が
汲
み
上

げ
ら
れ
る
高
低
差
は
、
約
８
m
が
限
界

だ
。
水
面
ま
で
の
距
離
は
７
〜
８
m
は

あ
り
そ
う
な
の
で
、
負
荷
が
か
か
り
す

ぎ
る
。
し
か
も
、
水
量
の
少
な
い
平
時

に
は
水
深
が
な
い
た
め
、
汲
み
上
げ
る

の
に
苦
労
を
す
る
だ
ろ
う
。
関
東
大
震

災
で
は
、
神
田
川
か
ら
バ
ケ
ツ
で
汲
ん

だ
水
の
お
蔭
で
焼
け
残
っ
た
書
店
の
記

録
も
残
っ
て
い
て
、
消
防
水
利
と
し
て

立
派
に
機
能
し
て
い
た
が
、
現
在
は
水

に
近
づ
く
こ
と
さ
え
難
し
い
。

実
際
に
、
歩
い
て
わ
か
っ
た
の
は
、

「
溢
れ
る
水
を
防
ご
う
」
と
し
た
結
果
、

「
バ
ケ
ツ
で
汲
め
る
尽
き
な
い
水
」
を

遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。
神

田
川
の
水
は
、
リ
ス
ク
要
因
で
も
あ
り
、

防
災
資
源
で
も
あ
る
と
い
う
相
反
す
る

存
在
な
の
だ
。

洪
水
被
害
は
、
神
田
川
に
と
っ
て
今

ま
で
の
と
こ
ろ
一
番
の
脅
威
だ
っ
た
。

し
か
し
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
抑
制
す

る
水
辺
と
し
て
の
機
能
、
憩
い
の
場
、

大
地
震
の
と
き
の
生
活
用
水
、
火
災
時

の
消
防
水
利
、
な
ど
川
に
は
も
っ
と
多

く
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
も
川
に
限
ら
ず
、
も

っ
と
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
雨
水
を
溜
め

る
こ
と
で
、
洪
水
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ス
ク
要
素
の

在
り
方
は
、「
人
と
土
地
と
防
災
資
源
」

の
か
か
わ
り
の
数
だ
け
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
一
つ
の
災
害
に
特
化
し
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
だ
け
を
見
て
、
一
喜
一
憂

し
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
単
な
る
地
図
情

報
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
要
素
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ

の
解
決
を
考
え
る
道
具
と
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
利
用
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。

そ
し
て
個
人
の
自
衛
の
レ
ベ
ル
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
リ
ス
ク
に
は
、
や

は
り
近
所
の
仲
間
の
連
帯
感
で
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
助
け
合
い

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
は

公
共
に
要
求
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

住
環
境
そ
の
も
の
を
自
分
た
ち
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
防
災
力
を
高
め
る
秘
訣
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
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総合危険度マップ
建物倒壊危険度、火災・延焼危
険度、避難危険度を組み合わせ
たもの。

避難危険度マップ
避難所に到達するのに必要な時
間と、避難する人の数を組み合
わせ評価したもの。

火災・延焼危険度マップ
地震による出火の起こりやすさと、
延焼の危険性を評価したもの。

建物倒壊危険度マップ
地震によって建物が壊れたり傾
いた入りする度合いを評価した
もの。

４図とも東京都都市整備局
ホームページより
http://www.toshiseibi.metro.toky
o.jp/bosai/chousa_5/home.htm



明治時代の水田エリアが
現代の出水エリアと重なる

河川が大胆に
ショートカット
された部分

妙正寺川と神田川の
合流点を下流へ移動させ
目白通りの地下に
埋設してある

河川整備が進み
直線的になった部分

ここには1,521名が
居住している（2005.4現在）

現在の繁華街
新宿区高田馬場２丁目
消火栓や防火水槽など

消防水利を
探してみる

早稲田大学

日本女子大学

妙正寺川

神田川

学習院大学
下落合駅

高
田
馬
場
駅

区境界が昔の神田川ライン

新宿区高田馬場２丁目の
消火栓  20ケ所
防火水槽  4ケ所

合流点

合流点

19091909年 明治明治4242年

19991999年 平成平成1111年

20032003年 平成平成1414年

1909年 明治42年

1999年 平成11年

2003年 平成14年
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ハザードマップをつくろう

東京都新宿区洪水ハザードマップより作図

上：国土地理院旧版地図「早稲田」「新井」より作図下：国土地理院1/10,000地図「池袋」「新宿」より作図


